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男女共同参画センター所長 藤田  英子  
 
 

情報誌「こらぼーよ  第７１号２０２５・冬」について  
（依頼）  

 
晩冬の候、貴職にはますますご清栄のこととお喜び申し上

げます。  
日頃は、まちづくり地域活動の振興について、格別のご理

解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。  
さて、別添のとおり三木市男女共同参画センター情報誌「こ

らぼーよ  第７１号２０２５・冬」をお届けいたします。  
つきましては、誠に恐縮に存じますが、貴地区での回覧を

お願い申し上げます。  
  

記  
 
１ 送付物    ・三木市男女共同参画センター情報誌  

「こらぼーよ 第７１号２０２５・冬」 
 
２ お届けの枚数  各地区の回覧枚数  
 
 
 

【担当課】市民生活部  人権推進課  
男女共同参画センター  
（三木市立教育センター内）  
℡：８９－２３３１  



 

 

 

「情 報 誌 こらぼーよ」は三 木 市 男 女 共 同 参 画 センターの取 組 を広 く、市 民 の皆 様 に向 け発 信

する情 報 誌 です。 

第 ７１号 は「三 木 市 男 女 共 同 参 画 プラン（第 ４次 ）」の策 定 にあたり、２０２３年 度 に実 施 した

「三 木 市 男 女 共 同 参 画 に関 する市 民 意 識 調 査 報 告書 」のアンケート結 果 （部 分 抜 粋 ）について編

集 委 員 が感 じたことをまとめています。 

ホームページもぜひ、ご覧 ください。 
三 木 市 男 女 共 同 参 画 に関 する市 民 意 識 調 査 報 告 書 はこちら⇒  
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あなたは子どもにどのようなことを身 につけてほしいと思 いますか。 
子 どもがいない方 は、いると想定 してお答 えください。（それぞれ 3 つまで） 

 ＝＝子育て世代のわたしが子どもたちに期待すること＝＝ 

問14 

そ う で す ね … 私 は 男 の 子 、 女 の 子 と も に

「 経 済 力 」 で し ょ う か 。 20 歳 代 以 下 と 同 じ

意 見 に は な り ま せ ん で し た ね （ 笑 ）。  

「 お 金 が 一 番 大 事 」と は 言 い ま せ ん が 、自

立 し て 、元 気 に 楽 し く 健 康 に 過 ご す に は 、や

は り 男 女 と も に 経 済 力 が 大 事 だ と い う 考 え

に 至 り ま し た 。  

同 じ 年 代 、同 じ 性 別 で も い ろ い ろ な 考 え が

あ っ て 、そ の 考 え は お 互 い に 尊 重 し 合 う も の

だ と 思 い ま す 。子 ど も も 決 し て 親 の 思 う よ う

に は 育 た ず 、子 ど も に は 子 ど も の 考 え が あ っ

て 、親 は そ れ を ハ ラ ハ ラ 、ソ ワ ソ ワ し な が ら

見 守 り 、尊 重 し 、時 に は 意 見 し な が ら 子 ど も

と と も に 育 っ て い く の で し ょ う 。  

皆 さ ん は こ の 調 査 結 果 を 見 て 、ど の よ う な

感 想 を 持 た れ ま し た か ？「 自 分 と は 違 う 考 え

が あ る ん だ な あ 」と 、い ろ い ろ な 考 え が あ る

こ と を 認 め 合 う 社 会 で あ れ ば い い な あ と 思

い ま す 。     

 (編 集 委 員 ： O) 

三 木 市 の 市 民 意 識 調 査 を 見 て み る と 、「 女 の

子 に 期 待 す る こ と 」 と 「 男 の 子 に 期 待 す る こ

と 」 が 違 っ て い る こ と が わ か り ま す 。 多 く の

世 代 で 「 女 の 子 に 期 待 す る こ と 」 の ト ッ プ は

「 礼 儀 正 し さ 」。 一 方 、「 男 の 子 に 期 待 す る こ

と 」 の ト ッ プ は 「 経 済 力 」 と な っ て お り 、 男

性 に 「 経 済 力 」 を 頼 る （ 頼 り た い ？ ） 社 会 の

風 潮 が 垣 間 見 え ま す 。  

そ れ に し て も 、 こ の ア ン ケ ー ト 、 見 れ ば 見

る ほ ど 興 味 深 い 発 見 が あ り ま す 。 若 い 世 代 の

間 で は 「 女 性 も 働 く 」 と い う 意 識 が 広 が っ て

い る と 推 測 さ れ る の に 、 女 の 子 に 「 経 済 力 を

身 に つ け て ほ し い 」 と 最 も 望 ん で い る 年 代 は

40 歳 代 、次 が 60 歳 代 、80 歳 以 上 と 続 い て

い る の で す 。    

年 齢 を 重 ね た 世 代 の 人 の ほ う が 「 女 の 子 も

経 済 力 を 身 に つ け て ほ し い 」 と 思 っ て い る よ

う で す ね 。「 若 い 人 た ち は 女 の 子 に 経 済 力 は 求

め な い の ？ 」 と 思 い が ち で す が 、 実 は 20 歳

代 以 下 は 、 男 の 子 に も 「 経 済 力 」 を 強 く は 求

め な い 傾 向 に あ る よ う な の で す 。 20 歳 代 以

下 で 、「 男 の 子 に 期 待 す る こ と 」の ト ッ プ は「 礼

儀 正 し さ 」。「 や さ し さ 」「 行 動 力 」の 次 に や っ

と 「 経 済 力 」 が 出 て き ま す 。 ど う や ら 、 若 い

年 代 は 、 男 女 と も に 「 経 済 力 」 よ り 「 礼 儀 正

し さ 」 を 身 に つ け て ほ し い と 思 っ て い る よ う

な の で す 。  

さ て 、そ れ で は 子 育 て 世 代 、40 歳 代 の わ た

し は 、 子 ど も た ち に 何 を 期 待 し て い る  

の か 考 え て み ま し た 。  



  
  

===「職場における女性管理職の割合」について＝＝＝ 

男女共同参画センターの

貸し出し図書「豊岡メソッ

ド人口減少を乗り越える本

気の地域再生手法」を借り

て読みました。 

著者で前豊岡市長の中貝宗治さん＊1 が人口減

少に対する地方創生として、ジェンダーギャップ
＊２の解消に取り組んでおられたことが大変興味

深いと思いました。 

中貝さんは著書の中でジェンダーギャップが

生じた理由として次の２点を挙げておられます。 

●女性は出産・子育て期が能力を高めていく時期

と重なり、幅広いスキルを習得する機会が少な

くなっている。 

●アンコンシャス・バイアス＊３と固定的な役割

分担意識によって、女性が本来もっている能力

を十分に発揮する機会が奪われている。 

そのうえで多様化しつつある市民ニーズや市

の課題に対応するためには、多様な人材が行政の

意思決定に関与することが不可欠であり、女性職

員のキャリア形成を支援するとともに、組織全体

で意識改革を進めていく必要があると結論付け

られました。 

また、豊岡市の２０１８年職員意識調査によれ

ば、重要な役職を担いたくない理由について「自

信がない」「リーダーシップをとることが苦手」

「ワーク・ライフ・バランスがとれなくなりそう」

が上位となり、中でも「自信がない」という回答

は男性の３９.２％に対して、女性は６３.１％とス

キルアップの機会や経験の不足も関係している

ことが推測できる結果であったようです。 

≪ 調査結果の対策として ≫ 

① 自身のありたい姿を描き、目標の実現を支援

するため、上司とのコミュニケーションツー

ルとして「キャリアサポートシート＊４」の導入 

② キャリア形成に関する研修の展開 

③ 男性の育児休業取得促進 

これらを目標に進められました。 

 三木市の企業や市役所の女性管理職・職員の男

女比、市議会議員の女性割合等においても、豊岡

市の調査内容や実情は様々な視点で参考になる

内容だと思いました。 

三木市の市民意識調査の結果で「あなたは女性

管理職の登用についてどう思いますか」の設問に

対し、男女ともにおよそ９割の人が「適性のある

人は男女問わず登用していくべき」と回答してい

ます。 

自分たちの大切なまちの課題をそれぞれの立

場で知恵を出し合い、未来のために可能性を広げ

ていければと願う限りです。 

（編集委員：T） 

＊1 在任期間は 2005.5.1～2021.4.30 の 5 期 

＊2 性別の違いにより生じる格差 

＊3 自分自身では気づいていない「ものの見方やとらえ方のゆがみや偏り」の
こと。自分自身では意識しづらく、ゆがみや偏りがあるとは認識していな
いため、「無意識の偏見」と呼ばれる。 

＊4 職員が育児休業取得の意向を記入する欄を設けた独自のシート。 

このシートをもとに上司と面談し、上司側はあらかじめ業務の分担や計
画的な職員の配置ができる。 
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無回答

「あなたは女性管理職の登用について 

どう思いますか」 （いくつでも） 
問21 



 

 

 

     「結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」 問7-(1) 

＊1 アラ環 ：還 暦 （60 歳 ）前 後 であること。 

「アラサー」「アラフォー」から派 生 した俗 語  

＝＝＝年代別でこんなに違う男女の意識＝＝＝ 
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賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

三木市福井 1933-12 教育センター3 階 

TEL：0794-89-2331 FAX：0794-82-8120 

開館日時：月曜～金曜 9 時～17 時（祝日を除く） 

ホームページからも 

ご覧 いただけます  

三木市男女共同参画センター 

愛称：こらぼーよ 
問13 「現在の日本社会でどの程度、男女が平等になっていると思うか」 

こ の 質 問 で は 家 庭 、 学 校 、 職 場 、 政 治 等 7 つ

に 分 け た ど の 分 野 に お い て も 「 男 性 が 優 遇 さ れ

て い る 」 と 答 え た 人 が 前 回 （ 2016 年 ） の 調 査

結 果 よ り 増 え て い ま す 。 こ れ は 実 際 に ま す ま す

男 性 が 優 遇 さ れ る 社 会 に 変 化 し た 訳 で な く 、「 男

女 平 等 」 に 対 す る 課 題 意 識 の 向 上 に よ り 、 こ の

回 答 結 果 に な っ た の で は な い で し ょ う か ？ こ の

意 識 変 化 が 現 状 変 化 に つ な が れ ば と 願 い ま す 。  

（ 編 集 委 員 :G）  

＝編 集 後 記 ＝ 

市民意識調査報告書から年齢ごとに意識の差の大きいものを拾い出すと、結婚や男女の役割

について意識の差が大きいことと、家庭での理想の役割分担が変化していることがわかります。 

「結 婚 は個 人 の自 由 であるから、結 婚 しても

しなくてもどちらでもよい」という設 問 に対 し

て、賛 成 が２０歳 代 以 下 では８０．６%、30～５

０ 歳 代 約 ６ １ ％ 、 ６ ０ 歳 代 ４ ６ . ６ ％ 、 ７ ０ 歳 代

33.8%、８０歳 以 上 22.0%と、年 齢 が下 がる

につれて「結 婚 してもしなくてもどちらでもい

い」という意 見 の割 合 が大 きくなります。 

また、問 ８-家 庭 での「理 想 の役 割 分 担 」で

は 、家 事 、 家 計 管 理 、地 域 活 動 、子 ども の世

話 、家 族 の介 護 など、ほとんどの項 目 で男 性 と

女 性 「両 方 同 程 度 」の回 答 が多 くなっていま

す。理 想 としては、生 活 費 の確 保 の項 目 を除 い

て、男 女 の家 庭 内 の役 割 分 担 は対 等 を望 んで

いる人 が多 いことがうかがえます。 

しかし、現 状 の役 割 分 担 では、家 事 、家 計 管

理 、子 どもの世 話 において「主 に女 性 」が担 っ

ている割 合 が多 く、理 想 と現 実 に大 きな差 が

あります。 

専 業 主 婦 の割 合 が高 かった昭 和 の時 代 と

違 って、現 在 は結 婚 後 も働 いて生 活 費 を確 保

できる女性 が多 くなっています。 

これからの男 女 の役 割 は、昭 和 の時 代 から

引 き継 いだ日 本 の助 け合 い、絆 を大 切 にする

社 会 の良 さを守 りながらも、全 ての世 代 が生

活 しやすいように役 割 を見 直 すべき時 代 にな

っているのではないでしょうか。 

わたしたちアラ還
( ＊ 1 )  

世 代 に出 来 ることは、諸  

先 輩 方 や若 い世 代 と共  

に「守 るべきもの」「変 え 

ていくべきもの」を考 え、 

一 緒 に見 直 していくべき 

なのだろうと思います。                 

（編 集 委 員 ：I） 


